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知識・技能の習得を目指す場合、単なる用語の暗記やドリル的技能の訓練でなく、概念や原
理・法則の理解や知識・技能の関連付けができるように指導を工夫することが大切です。 
生徒のゴール時の姿をイメージしながら指導の工夫を行ってみましょう。 
 

 
１節 

 ① 関数関係の意味を理解する 

 

工夫伴って変わる二つの数量を見付けることがで
きるように、スモールステップを踏んだ展開
を仕組む。 

 スモールステップを踏んだ展開例 
日常の事象（例：小物入れの箱をつくる）を
一つ取り上げ、 
①事象の中にあるいろいろな数量を見付ける。 
②見付けた数量を、変化する数量と変化しな
い数量に分ける。 

③変化する数量の中で、伴って変化する数量
を見付ける。 

④伴って変わる二つの数量の変化の様子を視
覚化するために、表に表す。 

 
工夫単に、「  y    は    x    の関数である」という用語を

覚えるだけにならないように、以下のような
問題に取り組ませる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
※二つの数量の関係について、独立変数と従属
変数との違いを意識して「…は…の関数であ
る」という表現を用いて捉え、関数関係を確
認することが大切です。 

 
工夫「一方の値を決めれば他方の値がただ一つ決

まる」という関数関係の理解を深めることが
できるように、関数関係にある身近な日常の
事象を探し、「 …  は … の関数である」という
表現を用いてまとめさせる。 

 

学習活動の一部 指導の工夫 

○日常の事象の中にある
伴って変わる二つの数
量に着目し、変化の様子
を調べる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○関数関係の意味を理解
する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○関数関係にある身近な
日常の事象を探す。 
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知識・技能の習得を目指す授業の工夫例 
 

 
知識・技能
習得工夫例 「関数関係の意味を理解するために・・・」

に・・・」 

 

私たちの身近にはいろいろな数量があるけれど、「一方の値を決めれば
他方の値がただ一つ決まる」という関係が関数であることが分かったわ。 
身近な日常の関数関係を見付けることができたし、その関係を、「…は
…の関数である」という表現を用いて表すこともできたわ。 
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３節 

 
２節 

 ④ 比例（反比例）を表、式、グラフなどに表す 

 
学習活動の一部 指導の工夫 

○与えられた条件から、x

と yの関係を式に表す。 
 

工夫表から   x      、   y     の間の関係を見いだして式に表
すことを基にして、与えられた条件から関係
を式に表すことができるように、表と式を関
連付ける展開を仕組む。 

 展開例 
比例（反比例）の関係があるときに、 
①与えられた式から表を完成する問題に取り
組む。 

 
 
 
 
② x     、yの対応する二つの値の組を数組だけ
示した表から、関係を式に表す問題に取り
組む。 

 
 
 
 
③ x     、yの対応する二つの値の組を一組だけ
示した表から、関係を式に表す問題に取り
組む。 

 
 
 
 
④③で取り組んだ問題において、問い方を次 
のように変えた問題（与えられた条件から、
xと yの関係を式に表す）に取り組む。 

 
 

 
※表から     x     、yの間の関係を見いだしたり式に
表したりすることができれば、問い方が変わ
っても、表と式を関連付けて考えるとよいこ
とをおさえることが大切です。 
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件から、xと
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式から表に、表から式に x、yの関係を表すことができるようになったよ。 
与えられた条件から式を考えるときには、習ったこと（表と式）を結び付
けて、「表に表される x と y の対応する値の組が一組だけ分かっている
こと」と考えればよいことが分かったよ。 

知識・技能の習得を目指す場合、生徒自身が活用することのできる知識・技能の習得と
なるように、学習内容が身に付いた生徒の姿をイメージして、指導を工夫したり授業展
開の流れを考えたりすることが大切なんですね。 
今回の場面以外にも、工夫できそうな指導を考えてやってみよう。 

 
知識・技能
習得工夫例 「条件から、関係を式に表すために・・・」

に・・・」 


